
＜集計方法について＞

• 使用したデータ

– 「がん診療連携拠点病院等 院内がん登録 全国集計」への提出データを用いています。

– 提出データの期間は、当院で診断したがんについては診断日を、他院で診断したがんについては当院の初
診日を用いて対象期間としています。

• 集計方法

– 症例区分「その他」を除いています。

– 「がん診療連携拠点病院等 院内がん登録 全国集計報告書」の調査方法に基づいて行っているので、詳細
は、公表されている報告書をご参照下さい。

＜がん登録とは＞

がんについての診断、治療、転帰を登録し、分析する仕組みです。がんの実態を把握し、治療や予防に役立て、確実
ながん対策を進めるために行われています。 2013年12月に「がん登録等の推進に関する法律」が成立し、2016年1月1

日から施行されました。この法律は、全国がん登録の実施やこれらの情報の利用及び提供、保護等について定めるとと
もに、院内がん登録等の推進に関する事項等を定めています。

全国がん登録
→ 日本でがんと診断されたすべての人のデータを、国で1つにまとめて集計・分析・管理する仕組みです。

院内がん登録
→ 病院毎にがんと診断や治療されたすべての人の情報を、全国がん登録情報よりも詳細に集めるものです。

当院のがん登録
→ 「がん診療連携拠点病院 院内がん登録 標準登録様式」に基づいて、がん登録実務者が行っています。



集計対象件数

＜集計値が10以下の場合について＞
個人が特定される可能性があるとして、実数は公表されず、下記のように公表されている。

2014～2015年 → 「－」
2016～2018年 → 「1-3」「4-6」「7-9」



※集計値が10以下のものが含まれる部位は除外



※集計値が10以下のものが含まれる部位は除外



※集計値が10以下のものが含まれる部位は除外



年齢階級別 ※集計値が10以下のものは、最小値で表示。


